
物  質  名 ベンゾトリクロライド ＤＢ－52 

別  名 

ベンジリジントリクロリド 
α,α,α-トリクロロトルエン 
トリクロロメチルベンゼン 
ベンゾトリクロライド  
オメガ-トリクロロトルエン  

CAS 番号 98-07-7 
PRTR 番号 特定第 1 種 295 
化審法番号 3-87 

構 造 式 

 

分子式 C7H5Cl3 分子量 195.48 
沸点 220.8 ℃ 1) 融点 －5.0 ℃ 1) 
蒸気圧 0.4137 mmHg（25℃）2) 換算係数 1 ppm = 7.99 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） 2.92（実測値）3) 水溶性 53 mg/L（5℃）4) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 702 mg/kg 5)  
 マウス 吸入 LC50 60 mg/m3（2hr）5)  
 ラット 経口 LD50 1,300 mg/kg 5)  
 ラット 吸入 LC50 150 mg/m3（2hr）5)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0.00005、0.0005、0.005、0.05％の濃度で餌に添加して 28 日間混餌投与した結果、

0.00005％以上の群で肝臓、腎臓及び甲状腺に中等度の組織変性が現れ、用量に依存した発生

率の増加及び重症化がみられた。また、0.0005、0.005％群の雄でソルビトールデヒドロゲナ

ーゼ活性の有意な上昇を認め、0.05％群の雄で乳酸デヒドロゲナーゼ活性の上昇がみられた。

この結果から、LOAEL は 0.00005％（雄 0.048 mg/kg/day、雌 0.053 mg/kg/day）であった 6) 。

・ラットに 0、5.1、48.2、460 mg/m3 を 4 週間（6 時間/日、5 日/週）吸入させた結果、460 mg/m3

群の全数が暴露後 1 週間で死亡または瀕死となり、屠殺された。48.2 mg/m3 群で体重増加の

抑制、48.2 mg/m3 以上の群であえぎ呼吸や呼吸困難、気管及び細気管支の上皮細胞の剥離、

鼻腔及び気管の上皮細胞の消失、扁平上皮化生及び炎症性細胞の浸潤がみられた。この結果

から、NOAEL は 5.1 mg/m3（暴露状況で補正：0.91 mg/m3）であった 7) 。 
・マウスに 0、12.8 mg/m3 を 12 ヶ月間（30 分/日、2 日/週）吸入させ、その後、最長で 3 ヶ月間

おいて腫瘍の発生を観察した試験で、12.8 mg/m3 群の全数で重度の気管支炎及び気管支肺炎、

一部で気管及び気管支の上皮に進行性腺様増殖がみられ、暴露期間終了時（12 ヶ月）の剖検

では全数で気管、気管支及び終末気管支で上皮増殖、7 割で限局性の扁平上皮化、試験終了

時（15 ヶ月）の剖検では一部で気管、気管支等の上皮の角質化もみられた。この他に、リン

パ節、肝臓、脾臓及び腎臓の肥大と炎症、肺及び皮膚の腫瘍がみられた 8) 。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ウサギに 0、50、100、200 mg/kg/day を 3 週間（5 日/週）皮膚塗布した結果、100 mg/kg/day
以上の群の雄で精細管の多核巨細胞の増加等がみられた 9) 。 

・ラットに 0、12.5、25、50 mg/kg/day を妊娠 6 日目から 15 日目まで強制経口投与した結果、

母ラットでは 25 mg/kg/day 以上の群で体重増加の有意な抑制を認め、臓器重量、血液成分の



変化もみられた。また、仔では 12.5 mg/kg/day 以上の群で胎仔の低体重及び骨格異常（詳細

不明）の増加、50 mg/kg/day 群で吸収胚の増加及び一腹あたり胎仔数の減少がみられた。こ

の結果から、LOAEL は 12.5 mg/kg/day であった 10) 。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・短期間の暴露で皮膚や気道を強く刺激し、眼に対して腐食性を示し、蒸気を吸入した場合に

肺水腫、液体を飲み込んだ場合に誤嚥により化学性肺炎を起す可能性がある。急性症状とし

て、吸入により咳、息切れ、咽頭痛が起こり、これらの症状は遅れて現れることがある。こ

の他に、眼の発赤、痛み、重度の熱傷、皮膚の発赤、灼熱感、経口摂取による腹痛が現れる。

長期または反復暴露では、肝臓、腎臓、甲状腺、中枢神経系、造血器系に影響を与え、機能

障害や貧血を生じることがある 11) 。 
・日本の化学工場でベンゾイル＝クロリド製造作業に 6～18 年従事し、本物質を含む塩素化ト

ルエン類及びベンゾイル＝クロリドの暴露を受けた労働者で慢性的な咽頭炎及び副鼻腔炎、

嗅覚障害、皮膚障害がみられ、肺がん等の腫瘍による死亡もみられたが、複数の物質の暴露

を受けていたため、本物質との関連は明らかではなかった 12, 13) 。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：2A（α-塩素化トルエン類及びベンゾイル=クロリドの複合暴露で）14) 

実験動物では発がん性が認められるものの、ヒトでの発がん性に関しては限られた証拠しか

ないため、IARC の評価では 2A（ヒトに対して恐らく発がん性が有る）に分類されている。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 

 ACGIH 15)  TLV- CEILING 0.1 ppm（0.8 mg/m3） 
  

 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた LOAEL 0.048 mg/kg/day（肝臓

・腎臓・甲状腺の変性）を採用し、LOAEL であることから 10 で除し、試験期間が短いことか

ら 10 で除した 0.0005 mg/kg/day を暫定無毒性量等に設定する。 
 吸入暴露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 5.1 mg/m3（体重増加

の抑制、気管・細気管支上皮細胞の変性など）を採用し、暴露状況で補正して 0.91 mg/m3 とし、

試験期間が短いことから 10 で除した 0.091 mg/m3 を暫定無毒性量等に設定する。 
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